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以下の記載は、表題の診療ガイドラインから漢方製剤に関する記述を抽出したものです。診療にお

いて漢方製剤を使用される場合には、必ず、ガイドライン全体をお読みになり、その位置づけを正し

く理解された上で行ってください。 

ガイドラインのバージョンは最新のもののみを掲載しています。改定がなされていないガイドライン

は、そのまま掲載しています。このガイドラインとその中の漢方の記載を、診療の参考にすべきか

どうかの判断は、使用者の責任で行ってください。 

副鼻腔炎診療の手引き 

日本鼻科学会 副鼻腔炎診療の手引き作成委員会 (委員長: 洲崎春海) 

金原出版、2007年 9月 1日 第 1版第 1刷発行 

 

Minds掲載 無 

 

■1葛根湯加川キュウ辛夷 

疾患: 

小児慢性副鼻腔炎 

引用など: 

伊藤博隆, ほか. 小児慢性副鼻腔炎に対する葛根湯加川キュウ辛夷の治療効果につい

て. 耳鼻咽喉科臨床 1984; 77: 153-62. J-stage 

■2荊芥連翹湯 

疾患: 

副鼻腔炎 

引用など: 

荻野敏. 漢方医学からみた副鼻腔炎の病態と治療. JOHNS 2006; 22: 99-102. 

■3辛夷清肺湯 

疾患: 

慢性副鼻腔炎 

引用など: 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jibirin1925/77/1/77_1_153/_pdf
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間島雄一, ほか. 慢性副鼻腔炎に対する辛夷清肺湯の効果. 耳鼻咽喉科臨床 1992; 85: 

1333-40. J-stage 

 

＜以上 1～3の記載として＞ 

有効性に関する記載ないしその要約:  

薬物療法の漢方薬の項に、下記の記載がある。 

『慢性副鼻腔炎に対して使用されている漢方薬は、葛根湯加川キュウ辛夷、荊芥連翹湯、 

辛夷清肺湯が多く使用されている報告があるが、二重盲検法による検討が行われていない

ため、その臨床的有用性に関する明確なエビデンスはない。』 

■4辛夷清肺湯 

疾患: 

慢性副鼻腔炎 

引用など: 

間島雄一, ほか. 慢性副鼻腔炎に対する辛夷清肺湯の効果. 耳鼻咽喉科臨床 1992; 85: 

1333-40. J-stage 

有効性に関する記載ないしその要約:  

『作用機序に関しては低下している粘液線毛輸送機能の改善作用が報告されているが不明

な点が少なくない。』 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jibirin1925/85/8/85_8_1333/_pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jibirin1925/85/8/85_8_1333/_pdf

